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嬉しいご縁ができました。ありがたいです。

えさん小学校の５，６年生の皆さんが、本校児童と交流を始めてくれました。

新聞社が、えさん小と本校を交互に訪問してくれ、記事にしてくれたのです。

私は、１２月１４日に実施したオンライン交流を小５の下田君と一緒に見てい

ました。本校の下田君は、なかなか会えなかった友達に会えるかのように、親し

みを込めてテレビモニター越しに話し掛けていました。また、えさん小の皆さん

も手話に興味をもち、お互いに質問をしながらやさしく受け答えをしてくれてい

ました。何とも微笑ましかったです。様子を見て、このご縁に感謝しました。

下田君は、この交流に至るまでに、体操の動画を送ってくれたお礼を書いてい

ました。お返事を書いてくれたえさん小の皆さんに、更に熱烈なお礼の手紙を書

いていたのです。「返事を書いていただいてありがとうございました。水族館の

写真を見てぼくも行きたいなと思いました。一番楽しかったのは何ですか？交流

オンラインの時に教えてください。・・・」などと、親交を深めていったのでし

た。

このきっかけは、下田君が病院で運動不足になったときに、校内の教職員で行

っている（子どもに関する）「情報交換会」において、学級担任の高橋先生が下

田君のことを情報提供してくれたことから始まりました。私がえさん小体操の事

を話したところ、教頭先生がすぐにえさん小に問い合わせてくれました。すぐに

えさん小の教頭先生が応じてくれ、送ってくださったえさん小体操の動画を全職

員で共有しました。私は、えさん小の長浦校長先生にお礼のお電話やメールをさ

せていただきました。１４日の交流終了後には、次のような情報提供をさせてい

ただきました。「地域の深堀小学校や駒場小学校でノーマリー教室として行って

いる「聴覚障がいの理解（手話体験）」の授業を提供できますがいかがですか？」

とお話しすると、学級担任の先生に確認し、すぐにやってみたいとお返事をくだ

さいました。このような機会を逃さず、子どもたちのために交流を始めようとし

てくれた両校の学級担任の先生方の機動力に敬意を表したいと思います。

今後は、えさん小からスクールバスで本校に来校し、聴覚障がいや手話・指文

字について学んでくれることになっています。本校に来てくれることも本当に嬉

しいことです。聴覚障がいや聾学校を理解し、聾学校で学ぶ子どもたちと交流し

てくれることは、少人数で勉強している本校の子どもたちにとっては嬉しく有意

義なことだと思っています。また、えさん小の子どもたちにとっても貴重な体験

になるでしょう。このご縁を機に、お互いの学びをより深められる「交流及び共

同学習」に結び付いていってくれることを祈っています。
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